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＜週間連絡・連絡事項＞

· 本日から4/18まで　メモリアルホールにて17:30より春の会のリハーサル・アドバイザー顔合わせあり。

· 本日からレントゲン検査開始。各自、自分の予約を確認し検査を受けること。

· 4/20　13:30～14：00六角堂祭あり。雨天時は4/21　13:30～14：00に変更になる。通所メンバーからは、小笠原富治様・大久保康弘様・秋山和子様が参加することとなっている。

· 4/20　18：30～　グランドホテルにて春の会あり。

· 4/22　18：30～　部署懇談会あり。場所が決まり次第連絡あり。
＜外来情報＞

· 晴山　美智子様～本人様より、デイケアでスポーツに参加しているが体重増加していると報告して
　　　　　　　　いる。主治医より職親頑張るようにと助言あり。

· 高橋　百壽様　～体調悪いと話し、ぼんやりされている。気分転換にウォーキングしていると報告
　　　　　　　　されている。

· 我満　奈津紀様～中絶のショックは続いていると話されている。主治医からゆっくりデイケアでの
　　　　　　　　生活を送るよう助言あり。

· 森田　清助様　～規則的な生活が送れていると話されている。風邪症状の訴えあり、風邪薬５日分
　　　　　　　　処方となっている。

＜利用者様情報＞

・村井　節子様　～眩暈、吐気を訴え欠席すると連絡あり。自宅での血圧測定では109/91mmHgとの
　　　　　　　　　こと。青明舎へ情報提供行っているが、訪問が難しいとのことで、I.O.Oへ確認
　　　　　　　　　後、スタッフが自宅訪問している。訪問時、玄関まで笑顔で迎えてくれる。スタ
　　　　　　　　　ッフの血圧測定の結果、148/107 mmHg。脈拍92回/分口唇色不良だが眩暈以外不
　　　　　　　　　調は無いとの事。6：00の起床時から不調あり血圧117/93 mmHg。脈拍97回/分。
　　　　　　　　　1時間後の再検で134/87 mmHg。脈拍101回/分。生活リズムの乱れは無く食事も
　　　　　　　　　摂取しているとの事。腰痛も身辺の生活動作をする程度は支障ないと話されてい
　　　　　　　　　る。不調時はいつでも連絡をするよう促して行く。

・大久保　康弘様～4/14新聞記事作成プログラムで「ここ最近病気の幻聴が聞こえ始め、女性の声を
聞き、体が勝手に動き始めてしまい、全ての女神からあらゆる女性の人間ま助け
る為にと聞こえて勝手に体が動き始めてお金は予算オーバーしているし、天下を
取った化け物には大地獄を食らった状態で足に鉛を20キロ位ぶら下げられて足を
引きずっているような体になってしまい歩くのがままならない日々がここ２～3ヶ月続いている。歩く自由さえあれば」等と書かれている。青山荘に情報提供している。
4/15外来受診時、一週間前から幻聴があるとのことで精神薬増量されている。今後様子観察して行く。

＜業務改善＞

現行の利用開始時の流れ

	《主治医と相談》

本人及び家族がデイケア通所を希望。

主治医がデイケア通所を勧める。

	《本人及び家族がデイケアを見学》

デイケアの活動内容や活動時間、費用等を十分に説明する。

本人及び家族よりアセスメントをとる。

外来及び関係機関からの情報収集。

利用可能であるかどうか、利用日などを検討する。

必要であれば体験利用していただく。

見学・体験利用の際の様子について、外来カルテに記載、主治医に報告する。



	《通所承認》

・主治医より、通所の指示が出たら書類を作成。

・「デイケア通所申込書」を本人と保護者に書いていただく。

・「デイケア指示箋」（当院）・「主治医意見書」（他病院）の記載を主治医へ依頼する。

・退院後デイケアへ通所する場合は、「紹介状」の記載を病院ケースワーカーに依頼する。

・青山荘入所者の場合は、青山荘職員、青明舎利用者の場合は青明舎職員へ紹介状・情報

提供書作成を依頼する。

・食事指示箋を作成し、主治医、栄養課の印をもらう。



	《通所開始》

· 本人及び家族のインテークをとる。（別紙参照資料１）

· 通所目的、通所日を確認し、事務へ連絡し事務手続きをとる。

· 必要物品（コーヒーカップやスリッパ）の確認。


	《活動参加》

· 導入期は緊張が高い為、個別の関わりを高くするようにする。



	《デイケアカルテの作成》

· 情報を元に「デイケア録Ⅰ・Ⅱ」を作成。要点をまとめる。

· 記載漏れがないかを確認し、通所申込書、指示箋・主治医意見書、紹介状、デイケア録を順番通りにカルテに綴じる。


＊他病院通院患者様の場合＊

　他病院から紹介の電話を受けた場合、本人及び患者様の直接の来院・相談を勧める。

　日程調整をし、来院日を決定する。

　通所容認となった場合、主治医及び担当ケースワーカーに書類を依頼する。

○問題点

・通所・退所マニュアルがあるも通所開始から退所までの流れが分かりにくい

　　・他病院からのデイケア利用希望者の対応の仕方が分からない

・見学、体験利用時事故があった場合の対応

○改善案

・利用規約を含めた通所・退所マニュアルを作成する

・見学、体験利用時前に主治医に確認をとる

・見学、体験利用規約の作成

　　※これらの改善案を含め今後も話し合って行く

